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新施設が建設中である。避難誘導ルートと 見直しを行い、マニュアル化し、

第一避難場所の見直しが必要となった。 訓練を行っていく。

また、法人内他事業所との連携や災害時

の作業の手順も再検討の必要がある。
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注１） 項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注２） 項目数が足りない場合は、行を追加すること。

3か月

③訓練の実施（合同）3/24予定

④各居室に自動火災報知機の

機器を取り付け非常時に備える。

②敷地内3事業で連携し、

防災時の作業の手順、役割等

マニュアル化し徹底する。

新しい環境下での災害時対策の

し、消防署に届け出る。

期間

今まで第一避難場所となっていた畑に

①新たな避難ルートを第一

避難場所を設定し、図を作成

目標達成に向けた
具体的な取組み内容

目標達成
に
要する

平成

【目標達成計画】
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現状における
問題点、課題

目　　標

日19

（別紙2-3）

2　　目　標　達　成　計　画

事業所名 グループホーム　「城下」しまばら

月2年23


